
 県内の野生イノシシにおいて、豚熱ウイルスの感染が認
められていることから、野生イノシシにおける豚熱ウイル
スの拡散防止が重要です。

 養豚場における本病の発生リスクを低減するため、皆さ
んの「感染を広げないための対応」が重要となります。

豚熱ウイルスの拡散防止にご協力を
お願いします！

〜狩猟者の皆様へお願い〜

裏面に続きます☞
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感染を広げないための対応

 狩猟後、自宅等にもどる際、車両のタイヤや狩猟器具の
「洗浄・消毒」を実施。

 イノシシの解体時、使い捨て手袋や専用の作業着を着用。

 豚熱感染確認地域から自家消費用を含む肉等を持ち出
さない。

 自宅等での車両のタイヤ、狩猟器具、解体器具の「洗浄・
消毒」。

 清浄地域と非清浄地域の県境をまたぐ狩猟の自粛。

＊野生イノシシ豚熱陽性が確認された町村及び頭数（令和8年9月末現在）
階上町（3）、三戸町（4）、南部町（4）、田子町（3）、五戸町（3）、新郷村（2）



洗浄・消毒の方法

《つがる広域家畜保健衛生所》

（平日8:30～17:15） 0173-42-2276（夜間・土日祝） 090-8788-7459

野生イノシシを捕獲した場合は、

家保に連絡をお願いします！

感染を広げないようにするため、車両や捕獲に使用した機材は

消毒が必要になります。消毒薬等の不明点について

は、家保までご相談ください。

車両、靴底等の消毒薬 スプレー

スプレー
手指の消毒用アル
コール

噴霧器 靴底やタイヤの洗浄に
使用するブラシ

 靴の裏やタイヤ周り
ブラシ・水などで土を落とし、消毒する。

ウイルスは肉や血液だけでなく、糞尿等が混じっている土などに含まれ
ている可能性があるため、ブラシ等を使用しながら消毒。

 狩猟および解体器具
ブラシ・水などで血液を除去し、消毒する。

 消毒方法
市販のアルコールスプレーや逆性石鹸液等を噴霧器やじょうろ
でかける。


